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紙・パルプ物流の現状

製紙メーカーが製造した「紙」から以下の商材が生産される。

紙からは様々な商材が生産され、一例をあげると新聞用紙、印刷・情報用紙、包装用紙、
衛生用紙、その他「紙」があげられる

出所）日本製紙連合会HP掲載資料より転載

紙｜印刷・情報用紙紙｜新聞用紙 紙｜包装用紙 紙｜衛生用紙 紙｜その他「紙」
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紙・パルプ物流の現状

製紙メーカーが製造した「板紙」から以下の商材が生産される。

板紙からは様々な商材が生産され、一例をあげると段ボール原紙、紙器用板紙、その他
があげられる

出所）日本製紙連合会HP掲載資料より転載

板紙｜紙器用板紙板紙｜段ボール原紙 板紙｜その他
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紙・パルプ物流の構造

紙・パルプ物流の現状

 メーカーからの需要家への直送比率は印刷用紙では4割程度。

 一般に情報用紙・印刷用紙は代理店経由が多く、新聞紙は直納が多い。

巻取(ロール)状の紙製品の一例

平判状の紙製品の一例

出所)日本紙パルプ商事株式会社HPより転載
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紙・パルプ物流の現状

わが国の紙･パルプ産業の需給はパルプ材供給から最終消費までに多段階で進む

出所）日本製紙連合会HP掲載資料より転載

紙・パルプ産業の総合需給図 （2017年）

右上へ
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紙・パルプ物流の現状

製紙原料はパルプと古紙・その他からなり、近年の推移は横ばい
パルプの輸入依存率は17%前後で推移し、輸入先は米国、カナダ、ブラジルとなる

図表 製紙原料の消費推移

図表 パルプ生産・輸入推移及び輸入依存率

図表 パルプ輸入先

出所）日本製紙連合会HP掲載資料より転載

NBKP：針葉樹パルプ
LBKP：広葉樹パルプ
UKP：未ざらし
BKP：さらし
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紙・パルプ物流の現状

パルプ材の入荷推移は近年横ばい、輸入比率は70%強で推移
パルプ材の輸入先は針葉樹では米国、豪州、広葉樹ではベトナム、豪州が多い

図表 パルプ材入荷推移と輸入比率

出所）日本製紙連合会HP掲載資料より転載

図表 パルプ材（チップ）の輸入先＜2017＞
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紙・パルプ物流の現状

紙・板紙の国内需要は微減で推移
紙の生産量は微減、板紙の生産量は微増で推移

出所）日本製紙連合会HP掲載資料より転載

図表 紙・板紙内需 図表 生産量の推移
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紙・パルプ物流の現状

輸入量は2012年から減少傾向
輸出量は2012年から増加傾向

出所）日本製紙連合会HP掲載資料より転載

図表 輸入量の推移 図表 輸出量の推移
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紙・パルプ物流の現状

紙・板紙の生産に使用される古紙の回収率は2017年で80.9％、その利用率は64.1%
紙では新聞古紙が63.8％、板紙では段ボール古紙が76.7％

出所）日本製紙連合会HP掲載資料より転載

図表 古紙の回収と利用

図表 古紙の紙・板紙別消費量 （2017）
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紙・パルプ物流の現状

製紙業界ではメーカーの合従連衡が1990年代から進展
洋紙・板紙ともに需要に合わせた生産能力整理を実施

図表 製紙業界の再編経緯

出所）「製紙産業の現状と今度の方向性」（2015年6月、経済産業省）より転載

図表 過剰設備整理の動き



Copyright © Nomura Research Institute, Ltd. All rights reserved. 13

紙・パルプ物流の現状

メーカー工場は、静岡や愛媛、埼玉、愛知、北海道などに立地する

図表 メーカー工場の立地状況

図表 パルプ・紙・紙加工品製造業の出荷額等

図表 主なメーカー工場の立地都道府県と生産量

出所）「製紙産業の現状と今度の方向性」（2015年6月、経済産業省）より転載
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 紙・パルプ製品の国内物流における輸送機関別貨物量は、トラックによる貨物量が111,311トン、内航海運による貨物量が
1,831トン、鉄道による輸送量が3,328トンで、全貨物量の90%以上がトラックによる輸送である。

 自動車輸送量の経年変化をみると、2005年には119,915トンであり、2013年までは緩やかに上昇していたが、その後増減
を繰り返し2017年には121,711トンとなった。

紙・パルプ製品の主要な輸送機関

紙・パルプ物流の現状

出所) 国土交通省「自動車輸送統計年報」、「内航海上輸送統計総括表」
、日本貨物運送株式会社「輸送実績」(すべて2014年データ)からNRI作成

輸送機関別貨物量 紙・パルプ製品の年別自動車輸送量

出所) 国土交通省「自動車輸送統計年報」
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 トラックが登録されている地方運輸局別の自動車輸送量は、関東地方が28,918トン、四国地方が25,751トンと多い。

 四国地方は製紙メーカーの工場が集中しているため、関東、中部、近畿地方は板紙の一大消費地であるため、輸送量が多
くなっていると考えられる。

地域別の輸送量

紙・パルプ物流の現状

紙・パルプ製品の地域別自動車輸送量（2017年）

出所) 国土交通省「自動車輸送統計年報」2017年
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 トラックの高速道路利用率は、紙製品で24.5%、パルプ製品で82.8%となった。

 パルプの利用率は工業品の平均56.8%、全体の平均40.8%と比べて高いが、紙製品に限ると利用が進んでいない。

トラック輸送における高速道路利用率

紙・パルプ物流の現状

トラック輸送における高速道路利用率

出所) 国土交通省「全国貨物純流動調査」2015年
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 到着日時指定の有無（2015年調査）は、紙製品は「指定なし」の割合が最も高く36%を占めるが、パルプ製品では「日指定」
が最も高く80%を占める。

 2010年と2015年の比較では、紙製品では「日指定」がやや増加し、「午前・午後指定」がやや減少した。一方、パルプ製品で
は「日指定」の割合が44%から80%へ増加し、「指定なし」の割合が31%から9%へ減少している。

紙・パルプ製品の輸送に関する到着時間の指定

紙・パルプ物流の現状

出所) 国土交通省「全国貨物純流動調査」2010年, 2015年

到着日時指定の有無別流動件数割合の推移
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 3日間貨物流動量を重量にみると紙製品は重量、件数ともに減少傾向にある。パルプ製品は重量、件数ともに増加してい
る。

 流動ロットでは、紙製品・パルプともに2005年以降大ロット化が進んでいる。

貨物の1ロットあたりの重量の推移

紙・パルプ物流の現状

紙製品の貨物流動量の推移

出所) 国土交通省「全国貨物純流動調査」2015年

パルプ製品の貨物流動量の推移

流動ロットの推移
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 出荷時間は、2000年から2010年にかけて、深夜・早朝（3時から8時台）までの出荷割合は34%から21%へ減少し、その分
日中（9時から20時台）の割合が58%から75%へ増加している。

 一方で、2010年から2015年にかけて、深夜・早朝（3時から8時台）や夜間（21時から2時台）の割合がやや増加している。

出荷時間

紙・パルプ物流の現状

パルプ・紙・紙加工品の出荷時間別流動量割合の推移

出所) 国土交通省「全国貨物純流動調査」 2000年、 2010年、2015年
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２．問題点と課題の整理

３．効率化施策

１．紙・パルプ物流の現状
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①荷卸し時の長時間の待機

②需要変動への対応

③運転手の高齢化・人手不足

問題点

• 製紙産業では週、月、季節ごとに荷
受側の需要量に変動があり、運送事
業者はその多寡に対応する必要が
あるため業務の平準化が困難

【有資格者の不足】
•大型運転免許の取得者は年々減少傾向にあり、2015年には4,351千人にまで減少している。
•運転手の成り手が長距離輸送を避ける傾向にあり、より短距離の輸送を行っている運送事業者へ転職する場
合もある

【運送業自体への敬遠】

•運送業のコンプライアンス遵守が厳格化される中で、給与の歩合制比率も低下傾向にあるため、雇用者が運
送業に魅力を感じなくなってきている

【納入時間の均一さ】
•業界慣習として実際に必要なタイミングに関わらず、荷受側の納期が全て同じ時刻に指定される
•発荷主である製紙工場では夕方までに出荷作業を終わらせる一方で、着荷主の工場への納入は早朝（午前

7時～午前8時）が多く、荷卸し作業の始まるまで工場近辺で待機する時間が長い

【遅配に対する敏感さ】
•荷主、代理店、運送会社がそれぞれ遅配に対して敏感なため、前倒しで納入する慣習が存在する

【業務都合による特定日への集中】
•荷受側の印刷所は休日も稼働しているため、週末に運送が集中するため、週内の変動が生じる

•荷受側は月末に在庫を保有したがらないため、月末は輸送量が減り、月初に回復するため、月内の変動が生じ
る

【季節波動のある商材の扱い】
•青果物の収穫期など、段ボール製品の需要が急増する時期が存在するため、季節ごとの変動が生じる

• 運送事業者が雇用している運転手
の高齢化・人材不足が顕著

• 運転手の50代以上の割合は2015

年には4割弱にまで増加、一方で
10～20代の割合は10年前から1

割以上も減少

問題が生じた背景

• 荷受側で、荷卸しのための順番待ち
による手待ち時間が生じている

• ロールによる輸送の場合、1台当たり
の荷卸し時間は15分程度だが指定
の納入時間までの待機が長時間と
なる

紙・パルプ物流の問題点（１／２）
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④運賃の減少

⑤積載率向上の困難さ

⑥契約外の附帯作業の負担

【物流費の削減圧力】
•製紙メーカー間の価格競争が厳しくなる中で、物流費を減らす圧力が強まっており運賃の減少に影響している

【輸送コスト増の負担】
•過積載に対する規制強化、燃料費の高騰により重量当たりの輸送コストが増加しているが、運賃へ転嫁しきれ
ていない

• 輸送一回当たりの運賃が減少傾
向にあり、片道の運賃だけでは採
算が確保しにくくなっている

• 扱う荷物の性質上、積載率を高める
ことが困難で、積載効率が低下する

【積み重ねが困難な商材】
•積荷が比較的柔らかい素材のものが多く、積み重ねできる量に限界がある

【小ロット化による積載量の減少】
•多品種小ロット化のトレンドにより、1ヶ所・1台あたりの積載量が減少したため、積載率が高まらない

【いびつな荷姿による積載効率の低下】
•形のいびつな梱包材は、一段大きい段ボール箱に梱包して運ぶ場合もあり、積載効率が落ちてしまう
•荷受側の要望として、段ボールなどは組み立て後の発送を望む声が存在し、デッドスペースが多くなる

• 基本的に輸送先まで貨物を届ける事
までが契約内容であるが、実態とし
ては運転手が荷卸しを始めとした契
約外の附帯作業を行っている

【附帯作業を行う商習慣】
• ドライバーの給与面での待遇が良かった過去には、ドライバー自身が回転率を上げるために自主的に荷卸し
作業を行っていたことがあるが、その文化が現在まで続いている

•段ボール製品の輸送では、契約外の附帯作業は更に多く要求され、荷卸しだけでなく製造ラインへの納入や、
倉庫への棚入れまでも行っている

問題点 問題が生じた背景

紙・パルプ物流の問題点（２／２）
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２．問題点と課題の整理

３．効率化施策

１．紙・パルプ物流の現状
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効率化施策

問題点と効率化施策の対応関係

①荷卸し時の長時間の待機

②需要変動への対応

③運転手の高齢化・人手不足

④運賃の減少

⑤積載率向上の困難さ

⑥契約外の附帯作業の負担

問題点

他事業との調整策

運転手獲得・育成のための資金的援助

共同倉庫の設置

荷受側の需要実態に合わせた納期の設定

帰り荷の確保

荷卸しダイヤグラムの作成

中間物流拠点の設置

効率化施策
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施策名称

 荷受側の需要実態に合わせた納期の設定

対応する問題点・課題

 荷卸し時の長時間の待機

実施主体

 発荷主

 着荷主

 運送事業者

実施内容

 発荷主を通じて、着荷主の生産状況を共有

 生産状況に応じて、納品時間を柔軟に変更して貰えるように交渉

成功のポイント

 着荷主の生産状況を共有する事で、必要以上に前倒しで設定された納品時間について交渉をする

効果

 荷卸し時の順番待ちによる手待ち時間が減少

事例

 静岡紙運輸が発荷主であるダイナパックを通じて、着荷主と納品時間を交渉

荷受側の需要実態に合わせた納期の設定

施策のイメージ

午前7時 午後3時

注文時に
指定された納期

実際に間に合えば
良い納期

着荷主 発荷主

生産状況を共有

納品時間を交渉
運送事業者

生産状況を共有

納品時間を交渉

実際に間に合えば
良い納期を把握

順番待ちによる
手待ち時間が発生

順番待ちをせず
荷卸しが可能

効率化施策
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施策名称

 他事業との調整策

対応する問題点・課題

 需要変動への対応

実施主体

 荷主・運送事業者

実施内容

 荷主は、荷受地近辺に倉庫を保有し、在庫を保有することで需要の増減への対応を短距離輸送で済ませるようにする

 運送事業者はピーク時に対応できる程度のトラック台数・運転手数を確保し、ピーク時以外には上記倉庫の入出荷な
ど他の業務に就業させる

 また、運送事業者は需要のピーク時以外は運転手を他作業に従事させ、稼働率を確保する。

成功のポイント

 消費地在庫を持つために荷主の投資が必要不可欠である

効果

 運転手・貨物車の稼働率向上

事例

 静岡紙運輸は運転手と倉庫作業従事者を兼任させている

 日本製紙は印刷所付近に在庫を保有しており、日本製紙物流が運送事業の他、倉庫事業も行っている

他事業との調整策

効率化施策
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施策名称

 共同倉庫を用いた競合他社との共同配送

対応する問題点・課題

 荷卸し時の長時間の待機

実施主体

 発荷主

 着荷主

実施内容

 共通している着荷主の拠点付近に、共同倉庫を設置

 発荷主各社が着荷主からの受注状況を共有し、共同倉庫への納入時間が重ならないように調整

成功のポイント

 発荷主各社と着荷主の間で着荷主側の生産状況を共有し、共同倉庫から必要なタイミングで出荷出来る体制を構築

効果

 荷卸し時の順番待ちによる手待ち時間が減少

事例

 日本製紙、王子製紙を始めとした大手製紙メーカーが新聞社の印刷工場付近に共同で使用する倉庫を設置

共同倉庫の設置

製紙メーカA

製紙メーカB

製紙メーカC

製紙メーカD

新聞社共同倉庫

タイミングをずらして納入

必要なタイミングに
合わせて出荷

施策のイメージ

効率化施策
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効率化施策

荷卸しダイヤグラムの作成

施策名称

 着荷主と協力した荷卸しダイヤグラムの作成

対応する問題点・課題

 荷卸し時の長時間の待機

 運転手の高齢化・人手不足

実施主体

 着荷主

実施内容

 着荷主側が荷卸し能力に応じて、一定時間当たりの荷卸し台数を設定し、荷卸しのダイヤグラムを作成する

成功のポイント

 運送事業者と着荷主の間で着荷主側の工場での生産状況を共有し、最適な納入時間を把握

効果

 荷卸し時の順番待ちによる手待ち時間が減少

 日付をまたいで行っていた輸送の解消によって運転手の負担を軽減



Copyright © Nomura Research Institute, Ltd. All rights reserved. 29

効率化施策

中間物流拠点の設置

施策名称

 中間物流拠点の設置

対応する問題点・課題

 荷卸し時の長時間の待機

 需要変動への対応

 運転手の高齢化・人手不足

実施主体

 発荷主

 着荷主

 荷主・運送事業者

実施内容

 現在直送化もしくは消費地倉庫を経由して輸送している状況を、工場と消費地の中間地に物流拠点を保有

 1回の輸送距離を、運行時間13時間以内に抑えられる、約250キロメートル以内に制限する

成功のポイント

 発荷主、着荷主と運送事業者が協力して、最適な物流拠点の位置を検討

効果

 荷受地での手待ち時間の軽減

 トラック運転手の拘束時間減による職場環境の向上

施策のイメージ
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施策名称

 運転手獲得・育成のための資金的援助

対応する問題点・課題

 運転手の高齢化・人材不足

実施主体

 荷主・運送事業者

実施内容

 運転手の給与水準の向上のために荷主が運送事業者へ資金援助を行う

 運送事業者は、大型免許を取得していない求職者に対して、一旦入社させ、その後取得するまで支援を行う

 運送事業者は、運転手に対して、大型免許取得済みの求職者を紹介した場合にインセンティブを与える制度を作る

成功のポイント

 資金援助後何年かは自社で働いてもらうような契約が必要

効果

 運転手の雇用増・流出減

事例

 静岡紙運輸が免許未取得者を雇用し、免許取得を支援する制度を運用中

 静岡紙運輸が大型免許・中型免許について、紹介制度を運用中

運転手獲得・育成のための資金的援助

効率化施策
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施策名称

 異業種と連携した帰り荷の確保

対応する問題点・課題

 運賃の減少

実施主体

 荷主

 荷主の運送子会社

実施内容

 異業種と提携し、定期的なラウンド輸送の仕組みを作成

成功のポイント

 荷主の運送子会社がまずは異業種の貨物を帰り荷として取り扱い、積載方法など、異なる貨物の運送ノウハウを習得

 子会社が習得した運送ノウハウを、協力会社に対して展開し、不慣れな貨物の取り扱いを成功させる

効果

 異業種の貨物を帰り荷として運送する際における運送効率の向上、及びトラブルの減少

事例

 日本製紙グループが提携しているアサヒ飲料、キリン物流の飲料製品を帰り荷として運ぶ際に、まずは子会社である
日本製紙物流が飲料を取り扱う際の積載方法や注意点など、輸送のノウハウを習得し、協力会社へと指導

帰り荷の確保

効率化施策
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